












A Study of the Acceptance of the Russian Folk Tale “Gigantic Turnip” 
：Focusing on the Ages before The Turnip – An Old Russian Tale  

















The Russian folktale “The Gigantic Turnip” was introduced to Japan through children’s magazines 
in the Taisho Era. The first publication was a picture story “A grandfather plants a turnip …” 
(Younen-no-Tomo, January 1918), which featured Japanese-style pictures of silhouette lithographs 
of “The Story of Grandfather and a Turnip” by E. Bohm. The first publication of a story was “The 
Turnip” (Shounen, October 1922). In 1924, “The Turnip” in The Russian Fairy Tales, written by A. 
Afanashyev, was translated by Hakuyou Nakamura and, the next year the translation of the 
Ushinsky-type in Russian school textbooks was published (tr. by Kaoru Yoshida, 1925). These two 
translations were the basis of the later Gigantic Turnip stories in Japan. During the Showa Age 
before World War Ⅱ“The Gigantic Turnip” was dramatized and became a standard feature of 
children’s theater (Noboru Kurihara “The Gigantic Turnip,” 1935 ex.). After World War Ⅱ “The 
Gigantic Turnip” was established as a Russian tale with many variations. It appeared in two school 





















(Hans-Jörg Uther. The Types of International Folktales : a Classification and Bibliography : 
Based on the System of Antti Aarne and Stith Thompson, Part2. Helsinki : Suomalainen 
Tiedeakatemia, 2004, p.531) 
 
日本で「おおきなかぶ」を論じるに際して、1962 年 5 月に『こどものとも』として福音館書店から
発行された『おおきなかぶ』（A.トルストイ再話、内田莉莎子訳、佐藤忠良画）を落とすことはできな






在判明している全資料を表 1 にまとめ、分析した各作品には表の対応番号を明記した。 
受容研究には原典となった作品の調査が不可欠であるため、今回検証した「おおきなかぶ」の原典と
推測される資料について、２．日本で受容された「おおおきなかぶ」で提示する。その後、３．大正期、








①1863 年 A.アファナーシエフ「かぶ」Репка（『ロシア民話集』掲載） 
アレクサンドル・アファナーシエフ Александр Николаевич Афанасьев(1826-71)の『ロシア民話









記載なし シルエット画 『幼年の友』10巻2号 実業之日本社 ビョームの絵に似ている 雑誌記事
2 1922.10.08 「蕪（かぶら）」 富士辰馬譯 1図あり 『少年』231号 時事新報社 ウシンスキー型 雑誌記事
















5 1925.06.01 「蕪ぬき」 文字なし 上部3分の1にシルエット 『金の星』7巻6号 金の星社 ビョームの絵に似ている 雑誌記事
























10 1927.07.01 「かぶらのたね」 記載なし 4コマの挿絵／和服姿 『カンショウブンセン　尋常二年』七月号 文園社 ウシンスキー型 雑誌記事
11 1934.09.05 「お爺さんと蕪菁」 村上寛 挿絵なし 『家庭並低学年童話範例』 文化書房 9に同じ
お話の範
例




































16 1938.11.13 「大きなかぶ　一幕」 關猛 斎田喬著『児童劇選集　低学年用』 啓文社 12に同じ 児童劇
17 1945.09.15 『大きな大根』 齋田喬／脚本  伊藤文乙／美術 興亞画劇 大根を抜く独自の脚色 紙芝居


























岡田陽編『玉川学校劇集　５』 玉川大学出版部 1935年版14の改作 児童劇
22 1949.03.30 「力をあわせて」 白濱研一郎／作 濱村純／装幀・装畫 白濱研一郎／著『人形劇場』 郷土書房 独自の脚色による脚本 人形劇
23 1950.01.15 「人形劇　大きな大根」 斎田喬／著 黒崎義介／装幀 『学校劇脚本集』第一集 あかね文庫 20をバージョンアップ 人形劇
24 1950.06.25 「大きなだいこん」 上沢謙二／著 斎藤博之／絵 『ぐるぐるばなし』子ども絵文庫 11 羽田書店 独自の脚色 読み物
25 1950.07.22 「綱引き大根」 内山憲尚／著 『劇遊びとその指導』 日本保育教材 独自の脚色による脚本 児童劇











28 1954.01.20 『大きな大きな大かぶら』 ロシアの民話から 森やすじ／画 幼児教育紙芝居文庫 7 東京画劇社 独自の脚色 紙芝居










31 1954.11.01 「おおきなかぶ」 こさかしげる／画 『チャイルドブック』18巻11号 国民図書刊行会 ウシンスキー型（登場者変更） 雑誌記事
32 1954.11.28 「人形劇　大きな大根」 斎田喬 舞台の絵あり 『斎田喬児童劇選集　４学年用』 牧書店 23にほぼ同じ（完成形） 人形劇






















36 1955.10.31 「おおきな　かぶら」 佐藤辰雄／著 なし 佐藤辰雄『文字とことばの教室　一年生』 三十書房 ウシンスキー型（登場者変更） 副読本











豊田いと／脚色 鈴木寿雄／絵 『キンダーブック』11集9編　12月号 フレーベル館 ウシンスキー型を脚色 雑誌記事


































篠崎徳太郎／ 柿本幸造／装画 日本学校劇協会編『一年生の学校劇』 小学館 独自の脚色 人形劇
49 1960.09.01 「おおきなかぶ」 土家由岐雄／文 センバ・太郎／絵 『よいこのどうよう』（『幼児えほん』1巻5号） 小学館 ウシンスキー型（登場者変更） 合冊絵本
50 196１-1964
年度




斎田喬 （斎田の挿絵あり） 斎田喬『幼年劇全集　２・２学期編』 誠文堂新光社 ウシンスキー型、独自の脚色 児童劇


















足が登場することに関しては、1868 年発行の P.ベッソーノフ П. А. Бессонов（1828-1898）作『子ど




②1864 年 K.ウシンスキー「かぶ」Репка（『母語 第 1 学年』掲載） 
教師の教師と呼ばれているコンスタンチン・ウシンスキーКонстантин Дмитриевич Ушинский








③1881 年 E.ビョームのシルエット画 『かぶの昔話』 （全 8 場面）／1887 年１枚絵『おじいさんと
かぶのはなし』 






















から多色刷リトグラフ『おじいさんとかぶのはなし』«Сказка о дедке и репке» が「エリザベータ・






④1940 年 A.トルストイ「かぶ」Репка 

















1)「［オヂイサンガ カブラヲ ウエマシタラ…］」（『幼年の友』10 巻 2 号 新年増刊号、実業之日
本社、1918.1.2）【表 1】 




























































4) 吉田薫7訳「かぶら」（『ロシア小學讀本 第一學年』世界文庫刊行会、1925.4.20） 【表 4】 
「欧米小学読本」シリーズ（イギリス、アメリカ、ドイツ、








挿絵：6 頁分の上部に 7 場面の絵が掲載されている（冒頭は 1 頁に 2 図）。ロシアの農民の衣装をつ
けた登場者たちが、スッキリしたモダンな線画で描かれている。 
結末：「ひっぱって、ひっぱって、ひっぱりだした。」絵の最終場面は、かぶが抜けた後、全員尻餅
















挿絵：頁の上部 3 分の 1 の範囲に 1～8 の絵が続いている（冒










（図 4）『ロシア小學讀本 第一學年』 p.24 
（図 6）同上 p.112 






6) 「蕪菁」（『鑑賞文選 尋常四年生』8 月号、文園社、1925.8.1）【表 6】 
3)中村白葉訳『アファナーシエフ童話集』「蕪菁」の転載である。作者や出典などの記載はない。挿
絵は入っていない。 
文章：白葉訳「蕪菁」の「！」を全て除き、「、」を 4 箇所削り、改行を 2 箇所変更、1 箇所漢字を
ひらがなにしている。 













7) 「蕪菁（かぶら）」（『カンンショウブンセン 尋常二年生』1 月号、文園社、1927.1.1）【表 7】 
































なお、「お爺さんと蕪菁」は 1934 年出版の『家庭低学年童話範例』（文化書房）【表 11】にも再録
されている。話の内容は、平凡社版とほぼ同じである。 
 






文章：「おじいさんが まいた かぶらの たね／めがでて はがでて 
ずんずん ふとる」で始まり、テンポと口調が良い。 




挿絵： 4 頁分の上部に 4 場面の絵が挿入されている。着物姿のおぢ
いさんたちとかぶが丸いフォルムで描かれていてユーモラスな味があり、文章と呼応している。 
結末：「えんやら やつこら やつとこぬけた／ぬけたら どつしり／しりもち ついた／みんなが み
んなが／しりもち ついた」で終わる。「尻餅」は、これ以前の受容では絵に描かれていたが、文
章になったのはこの作品が最初である。絵の最終場面も、皆が転ぶ様子が描かれている。（図 9） 





































また、斎田喬著『児童劇選集 低学年用』（啓文社、1938.11.13 【表 16】）にも再録されている。 
 







12) 栗原登13脚色「大きなかぶ」（日本児童劇協会編『日本児童劇集  第一集』厚生閣、1935.12.18） 
【表 14】 


















った。戦後にも改訂された脚本が何度も出版されている。（次頁 15）栗原登【表 21】参照） 
 



















店、1962）の発行以前にも 2 社の国語教科書に別の形の「大きなかぶ」が掲載されていた。 
 

























15) 栗原登「小學校、低學年用 大きなかぶ 一幕」（岡田陽編『玉川学校劇集 ５』玉川大学出版部、
1948.10.20）【表 21】 
戦前の 12)【表 14】に修正を加えた脚本で、大勢の動物が登場するにぎやかなストーリーはほぼ踏襲






『日本学校劇名作全集 小学校一・二年用』（国土社、1954.12.10）【表 33】にも再録されている。 
 
16) 福光えみ子文、池上和子挿絵「カブぬき」（民主保育連盟・児童文学者協会共編『子供に読んで聞
かせるお話の本 秋の巻』羽田書店、1950.9.15）【表 26】 
読んで聞かせるお話であるが、「解説」に、子どもたちと相談して適当な節をつける、歌いながら種




引っ張る描写：「ドッコイ ホイ／エンヤサ ホイ／ワッショイ ホイ／ワンワン ホイ／チュッチュウ 
ホイ／ニャアニャア ホイ」と登場者が増える度にかけ声が増えていく。 



















引っ張る描写：「えんや えんやと ひっぱりました。それでもかぶらはぬけません。」 
挿絵：武井のコミカルな絵が 4 図入っている。ネッカチーフやエプロンから、ロシアが連想される。 















































・ こさかしげる画「おおきなかぶ」（『チャイルドブック』18 巻 11 号、国民図書刊行会、1954.11.1）  
【表 31】 裏表紙に掲載された 10 コマの絵話である。猫の代わりにニワトリが登場する。絵は藁靴
風の靴に脚絆、ルバシカ、ネッカチーフなどロシアを想定している。抜けるとばんざいをする。 
・高山明文、鈴木寿雄絵「〈昔話〉おおきなかぶ」（『幼稚園ブック』正月号 8 巻 1 号、秀文社、1956.1.1）
【表 38】 見開き 1 枚（2 頁）の「童話」である。孫の代わりにむすこ、むすめが登場し、動物は犬、
猫、ニワトリが来て「よいしょ」と抜く。抜けると転ぶ。絵はネッカチーフや長靴でロシアを意識。 
・土家由岐雄文、センバ・太郎絵「おおきなかぶ」（『よいこのどうよう』、『幼児えほん』1 巻 5 号、
小学館、1960.9.1）【表 49】 3 ページ 8 コマの絵話。登場者はおじいさん、おばあさん、女の子、
男の子、犬、猫、七面鳥となっている。絵は西洋風で「すってんころりん」で終わる。 
・「おおきなかぶ」［TAKI のサイン］（小学館の育児絵本『せいようのおはなし』小学館、1962） 






21) 教科書掲載「大きなかぶら」（『しょうがっこうこくご １ねん中 新版』学校図書、教科書番号：






引っ張る描写：「えんや えんやと ひっぱりました。」 
挿絵：3 図の挿絵が入っている。画家名の記載はないが、教師用の手引き書から石田英助の挿絵と判
明した。日本の服装をしており、男の子は赤白帽の赤帽をかぶっている。 











22) 教科書掲載「大きなかぶ」（『こくご １ねん-2』大日本図書、教科書番号：国語 1015、1960 年検







結末：「みんなは、かぶを もち上げて、わっしょい わっしょいと かついで いきました。」 









































1 2015 年度現在で、東京書籍、学校図書、三省堂、教育出版、光村図書出版の 5 社の教科書に掲載されてい
る。（東書文庫蔵書検索による。http://www.tosho-bunko.jp/ 2018 年 11 月 29 日閲覧） 
2 Репка. П. А. Бессонов «Детские песни»  Москва, Издательство: Тип. Бахметева, 1868, 59-60. 
https://xn--90ax2c.xn--p1ai/catalog/000199_000009_007501318/viewer  (2018 年 11 月 4 日閲覧) 
伊東一郎「『蕪』の四つのヴァリアント」『なろうど』39 号（ロシアフォークロア談話会、1999.9）pp.10-17。 
3 富士辰馬の経歴等は不明。 
















11 關猛（生没年不明）：広島で小学校訓導をした後、成城小学校で 1924 年から 33 年まで教え、その後東洋
英和に移った。映画を教育に取り入れた実践活動とその理論で知られている。学校劇の指導も行った。（学
校劇関係の複数の資料より） 
12 「“かぶらぬき”演出に就いて」（13)大塚美鳥「無聲劇（朗読劇） かぶら抜き」）にお人形座で上演さ
れたことが記載されている。 
13 栗原登（1900-1994）：1932（昭和 7）年設立の「学校劇研究会」の創立メンバー。千葉県の小学校に勤
務。雑誌『学校劇』を配布して全国的に呼びかけて、児童劇の試演や評論活動を行った。 
14 大塚美鳥に関しては情報が得られなかったが、前書きに「教育の実際家に執筆を頼んだ」とあるため、小
学校教師と思われる。 
15 大石哲路（てつろ）（1908-1990）：戦前から活躍した日本画家・童画家。春本尋子は生没年等不明。 
16 森やすじ（1925-1992）：アニメーター、絵本作家。東映動画に発足当初から参加し、戦後長年アニメー
ション制作にたずさわった。 
ロシア昔話「おおきなかぶ」の受容研究
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